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回次
第25期

第２四半期累計期間
第24期

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年７月31日

自　2022年２月１日
至　2023年１月31日

売上高 （千円） 1,550,256 2,506,542

経常利益 （千円） 119,786 127,096

四半期（当期）純利益 （千円） 85,397 91,817

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 150,500 150,500

発行済株式総数 （株） 1,050,000 1,050,000

純資産額 （千円） 353,293 270,182

総資産額 （千円） 2,584,940 2,227,252

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 81.33 87.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 13.7 12.1

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 107,096 153,942

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △206,019 △94,389

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 228,799 △25,214

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 354,500 219,950

回次
第25期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2023年５月１日
至　2023年７月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 29.78

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．１株当たり配当額については、無配のため、記載しておりません。

５．当社は、第24期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第24期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６. 当社は、2022年11月15日開催の取締役会決議により、2022年12月15日付で普通株式１株につき100株の割合

　　で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

　　（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社にお

ける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は前第２

四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っており

ません。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

  当第２四半期累計期間（2023年２月１日～2023年７月31日）における日本経済は、2023年５月に新型コロナウイ

ルス感染症が「５類感染症」に分類移行されたことなどで個人消費が持ち直したことや、行動制限や入国制限の緩

和など政策的な追い風により回復の兆しがみられる一方、ウクライナ情勢の長期化により地政学的緊張が続くほ

か、原材料・エネルギー価格の高騰、インフレの拡大などにより景気後退に対する懸念も払拭できず、依然として

経済の見通しは不透明な状況が続いております。

このような状況のなか、新型コロナウイルスの蔓延によって実施されてきた様々な制限が徐々に緩和されるにつ

れて、販促需要が一気に高まりました。当社においても、主力商品であるのぼり旗や横断幕等の価格改定を順次行

い、原材料やエネルギー価格の高騰を販売価格に転嫁したほか、DMの発送やキャンペーンを実施するなど積極的な

プロモーション活動を行いました。夏になるとイベント関連需要の高まりなどで「うちわ印刷キング」での販売が

好調に推移しました。加えて、駐車場看板やA型スタンド看板といった前年度に発売を開始した商品を主要サイト

にも掲載して顧客の目に触れる機会を増やしたほかSEO対策にも注力した結果、主要なサイトで流入数が増加しま

した。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,550,256千円、営業利益は99,650千円、経常利益は119,786千

円、四半期純利益は85,397千円となりました。

なお、当社はSP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。

（売上高）

当第２四半期累計期間の売上高は1,550,256千円となりました。これは主に、原材料やエネルギー価格の高騰を

販売価格に転嫁したことや、積極的にプロモーション活動を実施したこと、夏場のイベント関連需要の高まりなど

で「うちわ印刷キング」での販売が好調に推移したほか、SEO対策に注力したこと等によります。

（売上原価、売上総利益）

当第２四半期累計期間の売上原価は949,960千円となりました。これは主に、原材料の仕入及び経費の計上によ

るものです。経費の主な増加は、HP社製印刷機の導入に伴う、消耗品費や支払手数料の増加によるものです。この

結果、売上総利益は600,296千円となりました。

（販売費及び一般管理費、営業利益）

当第２四半期累計期間の販売費及び一般管理費は500,645千円となりました。これは主に、人件費、荷造運賃及

び広告宣伝費の計上によるものです。この結果、営業利益は99,650千円となりました。

（営業外収益、営業外費用、経常利益）

当第２四半期累計期間の営業外収益は26,204千円となりました。これは主に、為替差益及び受取家賃の計上によ

るものです。また、当第２四半期累計期間の営業外費用は6,068千円となりました。これは主に、支払利息及び賃

貸費用の計上によるものです。この結果、経常利益は119,786千円となりました。

（特別利益、特別損失、法人税等合計額、四半期純利益）

当第２四半期累計期間の特別利益は2,560千円となりました。これは、投資有価証券売却益の計上によるもので

す。当第２四半期累計期間の特別損失の計上はありません。当第２四半期累計期間の法人税等合計は36,949千円と

なりました。これらの結果、当第２四半期累計期間の四半期純利益は85,397千円となりました。
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②財政状態の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べて357,687千円増加し2,584,940千円となりました。流

動資産は、前事業年度末と比べて261,568千円増加し924,469千円、固定資産は、前事業年度末と比べて96,118千円

増加し1,660,470千円となりました。

流動資産の主な増加要因は、現金及び預金が143,250千円、受取手形及び売掛金が97,472千円それぞれ増加した

ことによるものです。

固定資産の主な増加要因は、機械及び装置が63,729千円、投資その他の資産が34,988千円それぞれ増加したこと

によるものです。

（負債）

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べて274,577千円増加し2,231,646千円となりました。流動

負債は、前事業年度末と比べて13,659千円減少し737,248千円、固定負債は、前事業年度末と比べて288,236千円増

加し1,494,398千円となりました。

流動負債の主な減少要因は、買掛金が49,159千円増加した一方、１年内返済予定の長期借入金が58,468千円減少

したことによるものです。

固定負債の主な増加要因は、長期借入金が297,899千円増加したことによるものです。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べて83,110千円増加し353,293千円となりました。

主な要因は、利益剰余金が四半期純利益の計上により85,397千円増加したことによるものです。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は354,500千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、107,096千円となりました。主な要因は、税引前四半期純利益により122,347千

円、減価償却費により81,084千円、その他の流動負債の増加により53,005千円、仕入債務の増加により49,159千

円それぞれ増加した一方で、売上債権の増加により99,975千円、法人税等の支払により50,235千円それぞれ減少

したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、206,019千円となりました。主な要因は、定期預金の払戻で12,600千円、投資

有価証券の売却により2,796千円それぞれ増加した一方で、有形固定資産の取得により197,377千円、定期預金の

預入で20,400千円それぞれ減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は、228,799千円となりました。主な要因は、長期借入により540,000千円増加した

一方で、長期借入金の返済により300,569千円減少したことによるものであります。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。
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(6）研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,200,000

計 4,200,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年３月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,050,000 1,050,000 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,050,000 1,050,000 － －

②【発行済株式】

（注）当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

2023年５月１日～

2023年７月31日
－ 1,050,000 － 150,500 － 52,500

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社イタミホールディングス 岡山市北区大学町１-11 530,000 50.5

伊丹　一晃 岡山市北区 366,500 34.9

K&Pパートナーズ3号投資事業

有限責任組合

東京都千代田区内神田１丁目２番１号

ダコタハウス９階

85,000 8.1

識学1号投資事業有限責任組合 東京都品川区大崎２-９-３

大崎ウエストシティビル１階

35,000 3.3

伊丹　礼子 岡山市北区 23,000 2.2

渡邊　淳也 岡山市北区 4,000 0.4

渡邊　史枝 岡山市北区 4,000 0.4

伊丹　亮平 岡山市北区 2,500 0.2

計 － 1,050,000 100.0

（５）【大株主の状況】

2023年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

1,050,000
10,500

権利内容に何ら限定のな 

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,050,000 － －

総株主の議決権 － 10,500 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年１月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年７月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 312,773 456,024

受取手形及び売掛金 201,049 298,521

電子記録債権 － 2,503

商品及び製品 26,894 21,817

仕掛品 22,943 16,983

原材料及び貯蔵品 46,224 56,680

その他 53,014 71,938

流動資産合計 662,900 924,469

固定資産

有形固定資産

　建物(純額) 662,241 649,373

　機械及び装置(純額） 341,482 405,211

　土地 424,740 424,740

　その他(純額) 74,246 85,839

　有形固定資産合計 1,502,711 1,565,165

無形固定資産 18,860 17,536

投資その他の資産 42,780 77,768

固定資産合計 1,564,351 1,660,470

資産合計 2,227,252 2,584,940

負債の部

流動負債

買掛金 61,750 110,910

1年内返済予定の長期借入金 385,482 327,014

未払法人税等 54,494 50,940

賞与引当金 15,480 22,423

その他 233,698 225,959

流動負債合計 750,907 737,248

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 1,046,732 1,344,631

退職給付引当金 5,460 6,375

資産除去債務 20,413 20,473

その他 33,557 22,918

固定負債合計 1,206,162 1,494,398

負債合計 1,957,069 2,231,646

純資産の部

株主資本

資本金 150,500 150,500

資本剰余金 52,500 52,500

利益剰余金 64,895 150,293

株主資本合計 267,895 353,293

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,287 －

評価・換算差額等合計 2,287 －

純資産合計 270,182 353,293

負債純資産合計 2,227,252 2,584,940

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

2024/02/27 14:23:56／22969941_株式会社イタミアート_公開申請書類（第２四半期）

- 9 -



（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年７月31日）

売上高 1,550,256

売上原価 949,960

売上総利益 600,296

販売費及び一般管理費 ※　　500,645

営業利益 99,650

営業外収益

受取家賃 8,416

売電収入 2,661

為替差益 13,439

その他 1,687

営業外収益合計 26,204

営業外費用

支払利息 2,911

賃貸費用 1,759

売電費用 1,170

その他 226

営業外費用合計 6,068

経常利益 119,786

特別利益

投資有価証券売却益 2,560

特別利益合計 2,560

税引前四半期純利益 122,347

法人税、住民税及び事業税 46,924

法人税等調整額 △9,975

法人税等合計 36,949

四半期純利益 85,397

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年７月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 122,347

減価償却費 81,084

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,942

退職給付引当金の増減額（△は減少） 915

受取利息 △8

支払利息 2,911

為替差損益(△は益) △10,469

投資有価証券売却益 △2,560

売上債権の増減額（△は増加） △99,975

棚卸資産の増減額（△は増加） 580

仕入債務の増減額（△は減少） 49,159

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,725

その他の流動負債の増減額（△は減少） 53,005

その他 △27,918

小計 160,287

利息の受取額 8

利息の支払額 △2,964

法人税等の支払額 △50,235

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,096

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,400

定期預金の払戻による収入 12,600

有形固定資産の取得による支出 △197,377

無形固定資産の取得による支出 △3,570

投資有価証券の売却による収入 2,796

その他 △67

投資活動によるキャッシュ・フロー △206,019

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入による収入 540,000

長期借入金の返済による支出 △300,569

リース債務の返済による支出 △10,631

財務活動によるキャッシュ・フロー 228,799

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,672

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,550

現金及び現金同等物の期首残高 219,950

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　　354,500

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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前事業年度
（2023年１月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年７月31日）

電子記録債権割引高 3,562千円 －千円

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　　　電子記録債権割引高

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年７月31日）

運賃及び荷造費 130,296千円

広告宣伝費 109,475 〃

給与及び手当 65,050 〃

役員報酬 47,760 〃

賞与引当金繰入額 10,918 〃

退職給付費用 710 〃

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。なお、販売費及び一般管理費に

は、保育園事業の運営費が含まれており、当該運営費に係る助成金収入を販売費及び一般管理費から控除してお

ります。

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年７月31日）

現金及び預金勘定 456,024千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △101,523 〃

現金及び現金同等物 354,500 〃

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年７月31日）

当社はSP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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当第２四半期累計期間

（自　2023年２月１日

　　至　2023年７月31日）

のぼり 786,175

幕 374,154

うちわ 104,281

冊子 86,317

その他 199,327

顧客との契約から生じる収益 1,550,256

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 1,550,256

（収益認識関係）

当社の事業は、SP商材の企画・制作・販売の単一セグメントであり、主要な財又はサービスの種類別に分解した

収益は、以下のとおりであります。

　（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年７月31日）

１株当たり四半期純利益 81円33銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 85,397

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 85,397

普通株式の期中平均株式数（株） 1,050,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

(1)所在地 岡山県岡山市北区七日市東町（七日市工場敷地内）

(2)設備の内容 建物

(3)延床面積 3,863.04㎡（1,168.57坪）

(4)投資予定額 540,000千円

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

（重要な設備投資及び多額の資金の借入）

当社は、2023年10月16日開催の取締役会において、七日市工場の増設及びそれに伴う建設費用等の支払に充当

する資金の借入について、決議いたしました。

１．設備投資の目的

必要な生産量に応じて従業員を柔軟に配置して生産能力及び生産効率の向上を図るため、横断幕・懸垂

幕、マグネットシート、パネル等を製造している十日市工場の生産機能を七日市工場に集約することから、

七日市工場用地（当社が賃借中）に工場を増設いたします。なお、十日市工場は、七日市工場で使用する原

材料及び商品在庫等の保管倉庫として使用いたします。

２．設備投資の内容
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(1)着工予定 2024年１月

(2)竣工予定 2024年８月

(1)借入先 株式会社広島銀行

(2)借入金額 600,000千円

(3)借入実行日 2024年８月30日

(4)借入期間 20年

(5)利率 基準金利＋スプレッド

(6)担保等の有無 無担保・無保証

３．設備の導入時期

４．借入の目的

七日市工場増設に係る建設費用等の支払いに充当するためであります。

５．借入の内容

６．当該設備が生産活動に及ぼす重要な影響

竣工時期は2024年８月の予定であるため、2024年１月期における業績への重要な影響はありませんが、中

長期的には業績向上に資するものと判断しております。なお、今後開示すべき事項が生じた場合には速やか

に開示いたします。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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